
令和5年12月22日作成

今回の調査対象は77件。うち回答が得られたのは44件であり、回答率は57％となっています。

記述式の回答箇所は主な意見を掲載させていただいています。

設問①-1 ご回答者について教えてください。

設問②-1 お子さんの就学状況について教えてください。

設問②-2 お子さんが教育機関で利用している仕組みについて教えてください。（複数回答可）

教育と福祉の連携におけるアンケート集計結果（ご家庭向け）

父
2%

母
96%

祖父
2%

設問①-1 

父 母 祖父 祖母  その他 無回答

1人

42人

n＝44

1人

小学校
70%

中学校
9%

特別支援学校
21%

設問②-1 

小学校 中学校 特別支援学校 その他 無回答

9人

4人

 31人

特別支援学級
41%

通級指導
16%

なし/通常級のみ
43%

設問②-2 

特別支援学級 通級指導 スクールカウンセラー

適応教室 その他 なし/通常級のみ

18人

7人

19人
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設問③-1 お子さんが利用している福祉サービスについて教えてください。

設問③-2 教育機関と福祉サービス事業所は連携されていますか。

設問③-3 ③-2で「はい」と答えた方。教育機関とどの事業所が連携していますか。

放課後等デイサービス
67%

保育所等訪問支援
8%

相談支援事業
（相談支援事業所）

24%

その他
1%

設問③-1 

放課後等デイサービス 保育所等訪問支援 相談支援事業
（相談支援事業所）

その他

5人

はい
71%

いいえ
22%

無回答/わからない
7%

設問③-2 

はい いいえ 無回答/わからない

32人

10人

2人

放課後等デイサービス
55%

保育所等訪問支援事業所
7%

相談支援事業所
38%

設問③-3 

放課後等デイサービス 保育所等訪問支援事業所 相談支援事業所 その他

29人

4人

20人

44人
16人
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設問③-4 ③-3に回答した方。実施されている連携方法について当てはまるものをお答え下さい。
また連携の頻度についてもご記入ください。（複数回答可）

≪連携方法≫

1.福祉サービス事業所が学校訪問している

2.学校が福祉サービス事業所を訪問している

3.教育機関と福祉サービス事業所が電話で情報共有を行っている

4.家族と教育機関、福祉サービス事業所で担当者会議を行っている

5.福祉サービス事業所が作成するサービス等利用計画や個別支援計画を教育機関へ渡し、情報共有を行っている

6.福祉サービス事業所が作成する計画書と教育機関が作成する計画書を互いの機関へ渡し、情報共有を行っている

7.放課後等デイサービスの送迎の際に教育機関からサービス事業所に児童の様子を伝えてもらっている

8.やりとりはしているようだが、詳細はわからない

９.その他

設問③-5 ③-4に回答した方。教育機関と福祉サービス事業所が連携していることで良かった
点はどのようなところか教えてください。

＜主な意見＞
・客観的に子供の様子を伝えていただけているのでそこが良いです。
・学校での様子と放課後等デイサービスの様子の違い等、児童の状況を共有できているところが
 良い。
・学校での様子の他、福祉サービス事業での成長や様子を知ることが出来、本人への支援を
 同じ方向で家庭でも心がけることができる。
・こどもが苦手だったことが少しずつできるようになってきた。
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設問③-6 ③-2で「いいえ」と回答した方。教育機関と福祉サービス事業所に連携してほしい
ですか。

設問③-7 ③-6の回答理由についてお答えください。
＜主な意見＞
【はいと答えた方】
・学校、放デイ、相談支援事業所が連携すると聞いていたが、なかなか難しい様子。連携
 することで子供の状況を共有と理解をし、同じ方向で関わっていくことが成長につながると考
 える。
・学校での様子は家族より先生が見ているので、直接学校と福祉サービスが連携したほうが良い
 と思うから。
・統一した支援ができ、情報交換していけば一人ひとりに合ったサポートやフォローが色んな
 方向からより深く丁寧にできると思います。
【いいえと答えた方】
・特に困っていない。
・今は平日に（サービスを）利用することがほとんどできてない為、必要ないと思っています。
設問④-1 今後、教育機関と福祉サービス事業所にどのような時に連携をしてほしいですか。
＜主な意見＞
・これまでの様子を見ていると、新学年になっての学校生活は不安も多く、気になる時期です。
・学期末などキリが良い時にそれぞれの場での活動内容の報告や進歩などを話し合っていただ
 ければありがたい。
・小さなことでも良いところ、改善した方がいいところ、私たちでは分からないことも多いので
 教えていただいたりアドバイスいただけたりするといいかなと思います。
 『その時』を逃すと理解したり忘れてしまっていたり（本人が）もあるので。
・災害時
・（教育機関と福祉サービス事業所が）お互いに利用者（本児）の情報共有をしてほしい。
・本人が学校や放課後等デイ等に行きづらさを感じた時に何が嫌で不安なのかを情報共有し、
 改善策を探るために連携してほしい。

はい
70%

いいえ
20%

無回答
10%

設問③-6 

はい いいえ 無回答

7人

2人

1人
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設問④-2 連携はどのくらいの頻度が望ましいと考えられますか。

問④-3 今後、教育機関と福祉サービス事業所の連携について何か希望されることがあれば、
ご意見をお聞かせ下さい。

＜主な意見＞
・関係機関で定期的に情報共有をしてほしい。
・子供の特性や得意、不得意などを学校（幼稚園）と事業所が情報共有して教育や支援に活かし
 てもらえたら安心です。
・すでに学校と関係機関で情報共有をしていただいているかもしれませんが、詳細がわからない
 ので、わかるようにしてほしい。
・連携して相互に様子を確認してほしい。家庭、学校、福祉サービスの場面で子どもなりに過ご
 し方や態度が違う様子なので情報の共有をお願いしたい。

毎月
7%

2～3ヶ月に1回
20%

6ヶ月に1回（相談支援の
モニタリング時）

32%

年1回（通所受給者証
の更新時）

5%

必要時（不定期）
20%

その他
2%

無回答
14%

設問④-2

毎月

2～3ヶ月に1回

6ヶ月に1回（相談支援のモニタリング時）

年1回（通所受給者証の更新時）

必要時（不定期）

その他

無回答

3人

9人

14人

2人

9人

1人

6人
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